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令和３年度は、「人 みどり 子育て 選ばれる安心快適都市 四街道」の実現を

目指し、経常収支比率改善を念頭に、収支改善に取り組みながら、喫緊の行政課題に

対しても適切に対応していく方針のもと編成しました。 

一般会計予算の総額は、３年連続で過去最高となる、２９３億５千万円となり、

前年度比７．７％増加しました。 

① 必要性の高い普通建設事業の予算化 

・小学校施設大規模改造事業（八木原小学校校舎大規模改造工事 等） 

・消防車両整備事業（救助工作車購入費） 

・庁舎等整備事業（庁舎整備実施設計委託 等） 

② 新設保育所等の運営委託の拡充などによる子育て支援策の予算化 

③ 新型コロナウイルスワクチン接種事業の予算化 

予算規模（一般会計） 

２９，３５０百万円【 前 年 度 比 ＋２，０９０百万円 ７．７％増加 】 

１ 歳入の状況（主なもの） 

○ 市税は、新型コロナウイルス感染症の影響による個人市民税の減などを見込み、 

７１０百万円の減少 

○ 国庫支出金は、新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金の増などにより、

５４７百万円の増加 

○ 繰入金は、財政調整基金繰入金の増などにより、８５９百万円の増加 

○ 市債は、臨時財政対策債の増などにより、６６４百万円の増加 

２ 歳出の状況（主なもの） 

○ 物件費は、新型コロナウイルスワクチン接種に伴う、ワクチン接種委託の増などによ

り、５０６百万円の増加 

○ 扶助費は、障害福祉サービスの利用増による介護給付費等支給費の増や、新設保育所

等の増加に伴う、保育所運営費委託の増などにより、４９２百万円の増加 

○ 普通建設事業費は、八木原小学校校舎大規模改造工事、救助工作車購入費、庁舎整備

実施設計委託の増などにより、３９９百万円の増加 

令和３年度四街道市当初予算（案）の概要 














